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資料１ 「元捕虜らに日本から真の謝罪を」2008年 11月 

Ⓒ Cambridge News 
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             表 1 和解と軍事と捕虜問題の時期的関連                   

     

  背景 和解関連の出来事 
戦後補償裁判関連

の動き 
軍事協力の動き 

1945年 第二次世界大戦終

結 日本の敗北 Ｊ

ＳＰ抑留 ソ連抑留

開始 ＢＣ級戦犯裁

判 

      

1947年 ＪＳＰ帰国       

1951年 サンフランシスコ平

和条約締結（翌 52

年発効） 

      

1955年    追加補償の請求権利に

関する英国外務省のや

りとり 

  

1971年 英国バイク会社 ト

ライアンフ倒産 

      

1982年   1982年 中尾、英国元

軍人と初めて出会う 

    

1983年～   平久保・グィリム出会う 

( ～日英相互訪問 2

回) 

    

1988年   恵子ホームズ氏 紀和

町来訪 墓のことを知る 

    

1989年 昭和天皇崩御 英国笹川財団、全ビル

マ戦友会援助開始 

    

1990年～       日英外交・防衛当局間

協議（２００９年まで 8

回） 

1991年 湾岸戦争 恵子ホームズ氏、入鹿

訪問ツアー開始／ＪＬＣ

ＳＡ結成／ＢＣＦＧ結成、

コヒマのカトリック大聖堂

でＢＣＦＧ合同慰霊祭／

平久保正男ＯＢＥ（大英

帝国勲位四級） 

  日本政府、１３０億ドル

財政貢献（95年に、ブ

レア首相がこの点に触

れる）翌 92年、国際平

和協力法） 

1994年 白山殖産、ＧＬＣビ

ル買い取り 

  捕虜、日本政府を提訴   

1994年 11

月 11日 

  リメンバランスサンデー 

捕虜の行進：例年通り 

    

1995年 1

月 

阪神大震災／地下

鉄サリンテロ 

 陳述   

1995年？

月 

   米、豪、英三か国４団体

代表７人、捕虜虐待賠

償要請（東京地裁）裁判

② 

  

1995年？

月 

  ＢＣＦＧ日本訪問旅行最

終回（94年度日本財団

予算 訪日予算２７００万

円） 

  防衛計画大綱改定 

 



特集 可視化する「思潮」④ 

  軍事協力と「和解」 

85 

                            

                            

                            

1995年 6

月 21日 

   ＪＬＣSA、ＡＢＣＩＦＥＲ、メ

イジャー首相に面会、請

願書提出う（１５万人 村

山首相との面談訴え） 

（←ＪＬＣＳＡ、日本軍捕

虜強制労働収容所生

存者の会、ＡＢＣＩＦＥ

Ｒ、英国人抑留者の

会） 

1995年 7

月 21日 

  捕虜・抑留者 初の日本

訪問 村山首相は面談

謝絶 

    

1995年 7

月末 

  村山首相、メイジャーに

個人的なお詫び 

    

1995年 8

月 15日 

  ＶＪデイ 戦後 50周年の

祝祭 

    

1996年       日豪防衛当局間協議

開始、 日ＮＺ防衛当

局間協議(12回) 

1996年 7

月 

   裁判   

1996年 11

月 11日 

  「日本女性ひざまづき」

（ケンブリッジ、小菅信

子） 

    

1997年 2

月 7～16

日 

  ＢＣＦＧと全ビルマ会合

同慰霊旅行 

    

1997年 6

月 

   裁判   

1997年 7

月 

 ＢＣＦＧ礼拝「小管信子

氏ひざまづき」再現 

米国でヘイデン法制定

（2010年まで訴訟可能） 

  

1997年 8

月 31日 

ダイアナ妃死去（地

雷反対キャンペー

ン後） 

      

1997年 11

月 27－29

日 

  ケンブリッジ捕虜問題非

公開セミナー（大使館・

大和基金共催） 

    

          

1998年 10

月 

   キース・マーティン、追

加補償にかかわる文書

まとめ・政府に要請 

  

1998年１

月 9日 

  沼田公使歓送会 ビデ

オ「和解への道程」ティ

ザリントン氏ら鑑賞 

（ティザリントン氏、嫌悪

の念、抗議の手紙を書

く） 

  

1998年１

月 10日 

  ウェルズ氏・小菅氏 ケ

ンブリッジ「文化の夕べ」

3回目 

（大使館参加、お詫び声

明１日前） 

  

1998年 1

月 11日 

  橋本首相、ブレア首相

にお詫びの声明を出す 

    

1998年 1

月 14日 

  橋本首相、「サン」紙に

お詫び掲載 

    

1998年 2

月 11日 

   裁判陳述   

1998年 3

月 

  英国退役軍人会会長ら

退役軍人会、来日 
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1998年 3

月 

  恵子ホームズ氏ＯＢＥ叙

勲 

（ＯＢＥ、英国の勲章）   

1998年 5

月 26日 

天皇（現上皇夫妻

訪英 

抗議デモ。 ジャック・カ

プラン、日の丸を焼く 

    

1998年 11

月 26日 

   裁判棄却② （天皇訪英

が終わるまで待っていた

のだという批判） 

  

1998年～       日―NATO高級事務

レベル協議 

1999年 ドイツ、コソボ空爆

に参加 

ＲＢＣ (英国退役軍人

会) 捕虜問題を応援、

英国政府に圧力 

    

1999年 8

月 11日 

   レスター・テニー、元捕

虜の裁判を起こす(米) 

  

1999年秋   平久保正男、勲五等瑞

宝章 

    

1999年 9

月 

   裁判(英)   

2000年 7

月 

   ドイツ「ナチス強制労働

補償基金」（「追憶・責

任・未来」基金）発足 

  

2000年   英国退役軍人会会長、

来日 

  日英両首脳会見 

2000年 11

月 1日 

  『ケンブリッジ会議論集

本』英国出版、出版パー

ティ 

（←慰労金支給発表の１

日前） 

  

2000年 11

月 7日 

  英政府 「慰労金」支払

発表、翌年より支給 

    

2000年 2

月 24日 

   ティザリントンらアメリカで

日本企業提訴 

  

2001年 3

月 

  『日英交流史 軍事編』

出版（東京大学出版会） 

    

2001年 3

月 

   捕虜裁判①請求棄却   

2001年 7

月 11日 

   米国下院、連邦法に米

国政府の影響をなくす

法案（米捕虜対日賠償

訴訟への反対陳述阻止

法案） 

  

2001年 9

月 11日 

WTC他への同時

多発テロ 

      

2002年 5

月 

  英政府より永瀬隆氏に

「特別感謝状」送る 

  フーン英国国防相、訪

日 

2002年～       日英防衛当局間協議 

2003年    捕虜関連裁判、連邦裁

判所にて却下続く 

  

2004年 1

月 

      石破防衛庁長官、訪

英 

2004年 9

月 

      フーン英国国防相、訪

日 
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2004年 11

月、12月 

      カンプ国防大臣(蘭)訪

日、12月には防衛計

画の大綱の策定 

2005年 4

月 

      NATO事務総長来日、

欧州大西洋地域防衛

当局間協議(除く米) 2

回実施 

2005年 3

月 22日 

  ＰＯＷ研究会、豪日文化

交流奨励賞受賞——翌

年にかけて「和解褒章ラ

ッシュ」 

←オーストラリア軍の自

衛隊防衛計画直前 

  

2005年       豪軍日本自衛隊を護

衛開始 

2005年 7

月 

退役軍人意識化週

間（4～10日）、サミ

ット（～日）、ロンドン

で爆弾攻撃（7日） 

      

2005年 8

月 15日 

ＮＦＦＣＡ（全国極

東捕虜連合）解散、

ＣＯＦＥＰＯＷ「捕虜

の子供たちの会」、

ミュージアム開館 

      

2005年 8

月 

     オランダ国防副大臣、

来日 

2005年 8

月 

  『戦後和解』小管信子著

（中公新書）和解成功

説）ＢＣＳ「和解」関連会

議 

 （その他、各種の訪問

があるが、一部略） 

2005年 11

月 

      防衛庁ｌ「平和支援活

動」に関する日英研究

会合第一回(東京) 

2005年   永瀬隆氏、読売国際協

力賞   

    

2006年 1

月 

      額賀防衛庁長官、訪

英。英国王立統合防

衛安全保障戦略研究

所にてスピーチ 

2006年 5

月 30日 

  ＰＯＷ研究会女性へ、連

邦墓地の資料整理の功

績にてＭＢＥ叙勲  

（←笹本妙子氏、田村佳

子氏） 

  

2006年夏   小管著『戦後和解』石橋

湛山賞受賞 

    

2007年 

11月 11

日 

  このころまでに、アメリカ

を除く豪、蘭、ニュージ

ーランド政府、捕虜に慰

労金を支払う動きが出そ

ろう 

  安倍首相・ブレア首

相、「日英共同声明～

未来のための枠組み」

宣言（平和支援活動：

国連憲章の目的と原

則に追及のため、外

交、軍事、民生手段を

用いて平和をもたらし

維持する活動 ＰＫＯ

活動、人道支援活動を

めざす。） 
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料
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額
賀
氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
最
後
の
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
読
者
は
ぜ
ひ
全
部
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
） 

「
ご
列
席
の
皆
様
、 

 

以
上
、
今
日
の
日
本
の
防
衛
政
策
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た

が
、
最
後
に
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
お
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

そ
れ
は
憲
法
改
正
で
す
。
日
本
国
憲
法
は
こ
れ
ま
で
一
度
も
改

正
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
長
い
間
議
論
す
る
こ
と
さ
え
も

困
難
と
い
う
状
況
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
憲
法
に

つ
い
て
広
範
か
つ
総
合
的
に
調
査
を
行
う
た
め
衆
参
両
院
に
憲
法

調
査
会
が
設
置
さ
れ
、
昨
年
、
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
論

点
の
一
つ
で
あ
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院

で
は
、
こ
れ
を
認
め
る
、
条
件
付
き
で
認
め
る
、
認
め
な
い
に
三

分
さ
れ
た
と
し
て
お
り
、
参
議
院
で
は
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
の

是
非
に
つ
き
意
見
が
分
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
国
憲
法

の
改
正
に
は
、
両
院
に
お
け
る
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
と
国
民
投

票
に
よ
る
過
半
数
の
賛
成
が
必
要
で
す
。
憲
法
改
正
に
つ
い
て
は

今
後
政
治
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
私
は
、

閣
内
大
臣
と
し
て
現
行
憲
法
を
厳
格
に
尊
重
し
て
い
き
ま
す
が
、

国
民
の
間
で
改
正
を
め
ぐ
る
議
論
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
は

非
常
に
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
時
点
で
言
う
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
憲
法
の
中
で
日
本
国
民
の
中
に
深
く
根
付
い
た
平
和
主

義
の
理
念
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
同
時
に
、
日
本
と
し
て
、
国
際
社
会
の
中
で
今
後
、

国
際
平
和
協
力
活
動
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
姿
勢
を
、
憲
法
の
中
で
謳
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 

ご
列
席
の
皆
様
、 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
防
衛
庁･

自
衛
隊
は
我
々
に
ふ
さ
わ
し
い

形
で
今
後
よ
り
積
極
的
に
国
際
平
和
協
力
活
動
に
参
加
す
る
用
意

が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

資
料
３ 

海
軍
中
佐
工
藤
俊
作
顕
彰
会 

                           

2008年 1

月 1７、18

日 

      英国国防省にて、平和

支援活動／第二回日

英研究会開催、「平

和」支援活動への積極

的参加を協議（辻国際

関係担当防衛参事

官、スローン国防相開

発・概念・ドクトリンセン

ター部長） 

2008年 3

月 

  ＢＣＦＧ平久保正男氏逝

去  

    

2008年 12

月 8日 

 海軍中佐工藤俊作顕彰

会実行委員会（中曽根） 

  

 

Ⓒ中尾知代 各資料より作成 引用の場合は、ご連絡ください 
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駆逐艦「雷」に救助された英国将兵 
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料
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日
英
共
同
声
明 

 
 
 

～
未
来
の
た
め
の
枠
組
み
～
（
一
部
） 

  

安
倍
晋
三
日
本
国
総
理
大
臣
と
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
英
国
首
相
は
、

２
０
０
７
年
１
月
９
日
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
、
安
倍
総
理
の
初

の
英
国
訪
問
の
機
会
に
、
初
の
首
脳
会
談
を
行
っ
た
。 

  

両
首
脳
は
、
日
英
関
係
の
現
状
を
検
討
し
、
国
際
的
に
重
要
な

関
心
事
項
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
日
英
間
の
強
化
さ
れ
た

協
力
の
枠
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
た
。
今
回
の
訪
問
の
結
び

に
、
両
首
脳
は
、
以
下
の
声
明
を
発
表
し
た
。 

 

我
々
日
英
の
首
相
は
、
両
国
の
関
係
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
良
好

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
の
関
係
は
多
様
な
分
野
に
お
け
る

活
動
に
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
関
係
の
力
強
さ
は
、
何
よ
り
も

我
々
が
共
有
す
る
価
値
と
国
際
場
裡
に
お
け
る
利
益
に
由
来
す
る
。

両
国
は
、
持
続
可
能
な
開
発
、
人
権
の
尊
重
及
び
法
の
支
配
に
基

づ
く
平
和
、
安
全
保
障
、
国
際
的
繁
栄
に
つ
い
て
地
球
規
模
の
共

通
の
視
点
を
有
す
る
、
自
明
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
我
々

は
、
国
際
的
安
全
保
障
、
不
拡
散
、
気
候
変
動
、
貧
困
削
減
を
含

む
地
球
規
模
の
重
要
な
課
題
に
取
り
組
む
上
で
共
通
の
利
益
を
有

す
る
。 

 

こ
れ
か
ら
の
二
年
は
、
特
に
、
２
０
０
８
年
の
日
本
に
お
け
る

Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
を
見
据
え
、
日
英
関
係
を
更
に
発
展
さ
せ
る
機
会

を
提
供
す
る
。
日
本
と
英
国
は
、
こ
の
期
間
及
び
そ
れ
以
後
も
世

界
の
平
和
と
繁
栄
を
達
成
す
る
た
め
の
協
力
を
継
続
す
る
決
意
で

あ
る
。 

 

そ
れ
ゆ
え
に
、
我
々
は
、
国
際
的
安
全
保
障
、
気
候
変
動
、
国

際
開
発
、
科
学
・
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
に
お
い
て
一

連
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
た
。
我
々
は
、

こ
れ
ら
の
目
標
に
お
け
る
、
ま
た
、
更
に
幅
広
い
関
係
に
基
づ
く

進
展
を
見
直
す
た
め
に
毎
年
会
談
す
る
こ
と
と
す
る
。
我
々
は
、

主
要
な
閣
僚
や
職
員
に
対
し
て
、
こ
の
過
程
を
支
え
、
そ
の
他
の

分
野
に
お
け
る
関
係
も
更
に
深
め
る
た
め
に
、
定
期
的
な
意
見
交

換
の
枠
組
み
を
構
築
す
る
よ
う
奨
励
す
る
。
私
達
は
、
知
的
交
流
、

文
化
交
流
、
観
光
を
含
む
人
的
交
流
の
増
進
は
、
相
互
理
解
の
増

進
と
協
力
の
基
礎
と
な
る
も
の
と
し
て
、
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認

識
す
る
。
こ
の
関
連
で
、
両
国
の
幅
広
い
分
野
の
著
名
な
有
識
者

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
有
益
な
年
次
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
日
英
２
１

世
紀
委
員
会
等
の
取
組
を
引
き
続
き
支
援
し
、
こ
う
し
た
交
流
の

枠
組
み
の
更
な
る
発
展
を
支
援
す
る
意
図
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、

２
０
０
８
年
の
日
本
に
お
け
る
科
学
、
芸
術
、
デ
ザ
イ
ン
に
関
す

る
英
国
年
の
計
画
を
歓
迎
す
る
。 

 

（
国
際
的
安
全
保
障
の
増
進
） 

 

南
部
イ
ラ
ク
の
ム
サ
ン
ナ
ー
県
に
お
け
る
日
英
協
力
の
成
功
を

想
起
し
、
日
本
と
英
国
は
、
地
球
規
模
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
最

も
深
刻
な
脅
威
の
数
々
へ
の
対
処
に
お
い
て
緊
密
に
協
働
し
大
き

な
貢
献
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

 
 
 
 *

 

日
本
と
英
国
は
、
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
中
東
和

平
問
題
、
北
朝
鮮
に
お
け
る
人
権
侵
害
と
い
っ
た
国
際
的
課
題
へ

の
対
処
に
際
し
、
緊
密
な
協
力
を
継
続
す
る
。
こ
の
関
連
で
、
我
々

は
、
北
朝
鮮
に
対
し
、
拉
致
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
た
措
置
を

講
じ
る
よ
う
求
め
、
安
倍
総
理
は
、
英
国
の
本
件
に
対
す
る
継
続

的
な
支
援
に
感
謝
す
る
。 

 
 
 
 *

 

日
本
と
英
国
は
、
国
際
的
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
打
破
す
る
た
め

に
協
力
す
る
。
我
々
は
、
こ
の
重
要
な
任
務
の
範
囲
を
広
げ
る
た

め
に
、
日
英
間
の
テ
ロ
対
策
の
た
め
の
協
議
を
更
に
強
化
す
る
こ

と
と
し
た
。 

 
 
 
 *

 

大
量
破
壊
兵
器
と
そ
の
運
搬
手
段
及
び
関
連
物
資
の
拡
散

は
、
国
際
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
主
要
な
挑
戦
で
あ
る
。
我
々

は
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
に
基
づ
く
国
際
的
な
軍
縮
・

不
拡
散
体
制
を
強
化
し
維
持
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
し
、

そ
の
関
連
で

N
P

T

運
用
検
討
プ
ロ
セ
ス
、
拡
散
に
対
す
る
安
全

保
障
構
想
（
Ｐ
Ｓ
Ｉ
）
に
お
け
る
協
力
を
更
に
進
め
て
い
く
考
え

で
あ
る
。
我
々
は
、
北
朝
鮮
や
イ
ラ
ン
に
関
す
る
強
化
さ
れ
た
協

議
や
調
整
を
通
じ
た
も
の
も
含
め
て
、
拡
散
に
対
抗
す
る
努
力
の

強
化
に
向
け
て
一
層
緊
密
に
協
力
す
る
。
我
々
は
、
ミ
サ
イ
ル
発

射
や
核
実
験
の
発
表
を
含
む
最
近
の
朝
鮮
半
島
情
勢
に
重
大
な
懸

念
を
表
明
し
、
北
朝
鮮
に
対
し
国
連
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
１

７
１
８
号
の
遵
守
、
特
に
す
べ
て
の
核
兵
器
及
び
既
存
の
核
計
画

の
放
棄
を
求
め
る
。
我
々
は
、
イ
ラ
ン
が
、
全
て
の
濃
縮
関
連
・

再
処
理
活
動
の
完
全
な
停
止
を
含
め
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
理
事
会
及
び
国

連
安
全
保
障
理
事
会
が
要
求
す
る
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
こ
と
に

対
し
て
深
刻
な
懸
念
を
表
明
す
る
。
我
々
は
、
イ
ラ
ン
が
、
問
題

の
平
和
的
・
外
交
的
解
決
に
向
け
て
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
決

議
第 

１
７
３
７
号
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
国
際
社
会
に
よ
り
提
示

さ
れ
た
前
向
き
の
道
を
進
む
こ
と
を
求
め
る
。 

 
 
 
 *

 

日
本
と
英
国
は
、
平
和
支
援
活
動
の
分
野
に
お
い
て
、
協

力
を
強
化
す
る
。
英
国
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
の
よ
り
緊
密
な
関
係
を

築
く
た
め
の
日
本
の
取
組
を
歓
迎
す
る
。 

 
 
 
 *

 

我
々
は
、
国
連
改
革
を
継
続
す
る
決
意
で
あ
る
。
特
に
、

我
々
は
安
全
保
障
理
事
会
の
早
期
の
改
革
の
実
現
の
た
め
に
協
力

す
る
。
英
国
は
、
日
本
の
安
全
保
障
理
事
会
常
任
理
事
国
入
り
を

引
き
続
き
支
持
す
る
。
我
々
は
、
安
全
保
障
理
事
会
で
議
論
さ
れ

る
事
項
に
つ
い
て
緊
密
に
協
力
す
る
。 

 
 
 
 *

 

日
本
と
英
国
は
、
国
連
の
枠
組
み
に
お
け
る
武
器
貿
易
条

約
（
Ａ
Ｔ
Ｔ
）
構
想
に
関
わ
る
議
論
の
機
運
を
維
持
す
べ
く
協
力

す
る
。 

（
国
際
開
発
） 

 

日
本
と
英
国
は
、
国
際
開
発
が
地
球
規
模
の
貧
困
に
対
処
し
国

際
的
な
安
全
保
障
及
び
人
間
の
安
全
保
障
を
増
進
す
る
た
め
に
重

要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。
両
国
は
、
最
貧
層
が
気
候
変
動
か

ら
最
初
に
且
つ
最
も
深
刻
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
想
起
す
る
。 

 
 
*
 

日
本
と
英
国
は
、
世
界
的
規
模
で
大
き
な
影
響
力
を
有
す
る

主
要
な
二
国
間
の
ド
ナ
ー
で
あ
り
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
を
達
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成
す
る
に
際
し
て
共
同
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
機
会
を
有
し
て

い
る
。
両
国
は
、
開
発
援
助
政
策
に
お
け
る
相
互
の
補
完
性
と
、

二
国
間
及
び
多
国
間
援
助
の
効
率
性
を
高
め
る
た
め
協
力
す
る
。 

 
 
*
 

日
本
と
英
国
は
、
ア
フ
リ
カ
の
開
発
及
び
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
も
含
め
、
２
０
０
５
年
の
Ｇ
８
グ
レ

ン
イ
ー
グ
ル
ズ
・
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
な
さ
れ
た
、
両
国
の
開
発

援
助
に
関
す
る
約
束
を
実
現
す
る
決
意
で
あ
る
。
英
国
は
、
日
本

の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
プ
ロ
セ
ス
を
評
価
し
、
２
０
０
８
年
に
開
催
さ
れ

る
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｖ
の
成
功
を
支
援
す
る
た
め
日
本
と
協
調
す
る
。 

 

（
科
学
・
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
） 

 

日
本
と
英
国
は
、
経
済
の
競
争
力
の
た
め
の
科
学
、
技
術
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
認
識
し
、
両
国
は
、
世
界
が
直
面
す

る
最
も
喫
緊
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
科
学
技
術
を
活
用
す
る

た
め
の
協
力
を
継
続
す
る
。
両
国
は
、
こ
れ
ら
課
題
に
対
処
す
る

た
め
、
若
い
世
代
に
お
け
る
科
学
に
対
す
る
関
心
を
喚
起
し
、
次

世
代
の
一
流
の
科
学
者
を
育
て
る
こ
と
、
ま
た
、
気
候
変
動
等
の

重
要
な
課
題
に
対
処
す
る
に
は
、
人
々
の
参
画
が
重
要
で
あ
る
と

の
認
識
を
共
有
す
る
。 

 
 
*
 

日
本
と
英
国
は
、
科
学
技
術
と
イ
ノ
べ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
に

お
け
る
協
働
を
活
用
す
る
。
両
国
は
気
候
変
動
、
持
続
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
技
術
、
生
命
科
学
の
分
野
に
お
け
る
研
究
関
係
を
強
化

す
る
た
め
の
協
力
を
継
続
す
る
。
日
英
科
学
技
術
協
力
合
同
委
員

会
は
、
次
回
会
合
に
お
い
て
成
果
を
確
認
す
る
。 

 
 
*
 

日
本
と
英
国
は
、
特
に
学
術
研
究
機
関
と
民
間
の
間
の
知
識

の
移
転
に
関
す
る
最
善
の
慣
行
を
共
有
す
る
た
め
、
協
力
す

る
。・
・
・ 

 

こ
れ
ら
の
分
野
の
活
動
は
、
併
せ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
英
関
係
を
互
い
に
利
益
の
あ
る
方
向
で
発
展
さ
せ
、
同
時
に
、

地
球
規
模
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
多
国
間
の
枠
組
み
の
強
化

に
も
つ
な
が
る
と
信
じ
る
も
の
で
あ
る
。（
一
部
略
） 

 

資
料
５ 

 

恵
子
ホ
ー
ム
ズ
氏
の
新
聞
の
説
明 

  

捕
虜
問
題
で
日
本
を
「
許
す
か
否
か
」、
人
々
の
意
見
を
問
う
記

事
（
英
国
）。「
は
い
、
許
す
べ
き
」
欄
の
恵
子
・
ホ
ー
ム
ズ
氏
が

手
に
す
る
の
は
、
英
国
俗
紙
サ
ン
新
聞
に
お
い
て
橋
本
首
相
が
「
お

詫
び
」
を
発
表
し
た
も
の
。『
日
本
、
サ
ン
紙
に
謝
る
』（
本
来
は

「
捕
虜
に
謝
る
」
の
が
自
然
だ
が
わ
ざ
と
「
サ
ン
紙
」
と
し
た
。

サ
ン
の
表
紙
左
部
分
は
、「
ユ
ダ
ヤ
の
豚
め
」
と
自
分
の
秘
書
を
罵

っ
て
起
訴
さ
れ
た
女
優
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
。
彼
女
の
足
元
に
小
さ

く
橋
本
首
相
の
顔
写
真
と
「
日
本
が
お
詫
び
文
を
載
せ
て
い
る
」

と
の
見
出
し
。
新
聞
中
の
記
事
に
、
橋
本
首
相
と
ブ
レ
ア
首
相
の

握
手
の
写
真
と
「
お
詫
び
」
全
文
掲
載
。
サ
ン
神
に
限
定
し
掲
載

す
る
権
利
を
与
え
た
の
で
他
社
は
引
用
で
き
な
い
仕
組
み
。
詳
細

は
拙
著
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
書
第
二
章
及
び
巻
末
資
料
参
照
。「
許
す
べ
き
じ

ゃ
な
い
」
欄
は
、
当
時
ビ
ル
マ
ス
タ
ー
協
会
（
英
国
ビ
ル
マ
戦
線

兵
士
の
会
）
で
広
報
官
を
務
め
て
い
た
タ
イ
メ
ン
鉄
道
元
捕
虜
チ

ャ
ー
ル
ズ
・
ピ
オ
ー
ル
。
の
ち
、
恵
子
・
ホ
ー
ム
ズ
氏
の
ツ
ア
ー

に
誘
わ
れ
、
日
本
国
旗
を
焼
い
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
プ
ラ
ン
と
共
に

来
日
、
ユ
ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
を
振
っ
て
歓
迎
す
る
日
本
人
に
感
動

す
る
。
補
償
と
許
す
べ
き
か
悩
ん
だ
が
、
補
償
・
謝
罪
要
請
運
動

か
ら
は
妻
の
死
後
離
れ
た
。
そ
の
心
理
は
ま
た
報
告
し
た
い
。 

  

注
１
：
馬
場
公
彦
氏
の
ビ
ル
マ
の
竪
琴
の
論
考
は
興
味
深
い
が

最
終
章
の
、「
日
英
和
解
に
有
効
だ
っ
た
」
説
は
現
場
の
実
情
と
は

合
わ
な
い
。
大
使
館
で
平
久
保
氏
の
提
案
で
小
部
屋
で
上
映
し
た

の
は
事
実
だ
が
、
観
た
の
は
メ
ィ
リ
ン
ズ
氏

を
含
め
、
Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｇ
を
含
め
た
少
数
者
で
あ

り
、
個
人
の
感
想
を
一
般
化
し
す
ぎ
て
い
る
。 

  

編
集
追
記
：
な
お
、
本
論
校
正
の
時
点

で
、
麻
生
鉱
業
の
炭
鉱
で
使
役
さ
れ
た
豪
軍

捕
虜
と
そ
の
息
子
ら
、
英
軍
捕
虜
（
す
で
に

死
亡
）
が
来
日
し
、
謝
ま
っ
て
も
ら
い
心
を

自
由
に
し
た
い
と
願
っ
た
が
、
麻
生
鋼
業
は

当
時
の
個
別
記
録
は
な
い
と
の
返
答
以
上

の
対
応
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
全
国
各
紙

の
報
道
記
事
を
参
照
。 

 


